
October   2026           KIKUTAKE GAKUEN                 No.147 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

菊武学園フラッシュニュース 
 

合同大学祭 「共創」 開催 

 
名古屋産業大学・名古屋経営短期大学 では、10 月 10 日に合同大学祭を

開催しました。今年のテーマは「共創（きょうそう）」です。学生や教職員を

はじめ、地域の皆さまや卒業生など多くの方々にご来場いただき、大学と地域

が一体となって交流を深める一日となりました。  

今年度の大学祭は、これまで実施してきた尾張旭市との合同開催から、本学

単独での開催へと形を変えて実施する運びとなりました。企画や運営内容を見

直しながら準備を進め、限られた時間の中で内容を凝縮した、ステージ企画や

展示、模擬店などに訪れた皆様の協力により終日活気に包まれました。 

今年の目玉企画の一つとなったのが、同窓会が

主体となって実施した「サックス侍」のステージ

です。幅広い世代に親しまれているサックス侍の

演奏には多くの来場者が足を止め、メインステー

ジ周辺は大きな盛り上がりを見せました。同窓会

による新たな取り組みは大学祭の活性化につなが

り、集客面においても大きな成果を上げました。 

大学祭のテーマである「共創」には、学生、教 

職員、卒業生、地域の皆さまが互いに協力し、新たな価値やつながりを生み出

していくという思いが込められており、同窓会や地域の皆さまの支援を受けな

がら大学祭を創り上げ、「共創」の理念を体現する機会となりました。 

 

 

菊武幼稚園 では、年長児が 10月 15日にあい農パーク春日井にてお

芋掘りを行いました。「やったー！お芋がたくさん掘れたよ。」あちら

こちらから嬉しい声が響き、お芋がたくさん採れていきました。一人で

は掘り起こせない大きな芋を「一緒に掘ろう」と声をかけ合い、力を合

わせて掘り出すことで、協力の大切さや共に成し遂げる喜びを体感する

ことができました。また、子どもたちは収穫の体験を通して、芋が土の 

中でどのように育ち、手間と労力がかかっていることを知ることができ 

ました。自分たちの手で掘り起こした芋が

食卓に並ぶまでの過程を体験することで食

材を美味しく育て上げる生産者の方々にも

感謝の気持ちを抱くようになりました。お

芋掘りは食べ物を大切にする心を養うだけ

でなく、自然とのつながりや社会全体を理

解する貴重な機会になりました。 

  

 

稲葉保育園 では、10月 22 日に名古屋産業大学・名古屋経営短期大

学の体育館で運動会を開催しました。子どもたちはこれまでの取り組み

の成果を発揮し、笑顔いっぱいで競技やリズムに取り組んでいました。 

今年は親子で触れ合いながら楽しむ競技を多く取り入れ、子どもたちが

アイドルグループの曲に合わせて踊るダンスを披露しました。ダンス披

露ではアイドルの気持ちになって元気に踊る年長・年中児の姿や、とて 

も可愛くポーズを決める年少児の姿に保護

者から大きな歓声と拍手が贈られていまし

た。友だちと力を合わせて頑張る姿や、一

人ひとりの成長、そして親子で楽しむ姿が

たくさん見られ、保育園のモットーである

「笑顔かがやく保育園」のとおり、笑顔に

包まれた一日となりました。 （運動会を終えて記念撮影） 

笑顔いっぱい！楽しい運動会 

 

（来場者でにぎわう大学祭） 

文化祭「Cherish the moment.」開催 
菊華高等学校 では、「Cherish the moment. ～ウサギが導く一歩、アリス

の不思議な文化祭～」をテーマに、10月 1日・2日の 2日間にわたり文化祭を

開催しました。今年は『不思議の国のアリス』の世界観をモチーフに、クラ

ス企画や模擬店、ステージ発表など、それぞれの場所で生徒たちの個性あ 

ふれる企画が展開され、そして、クラス企画・

模擬店の魅力を全校で投票する「KIKUKA 

FES AWARD 2026 ～ハートの女王杯～」を初

開催しました。「一瞬だからこそ、全力で。」

という想いのもと、仲間と準備を重ね、それぞ

れが自分たちの手で文化祭を創り上げました。

運営も生徒会を中心に、多くの生徒や教職員が

協力して行いました。フィナーレでは、メイン

ステージで結果発表も行われ、会場は大きな盛

り上がりを見せました。 

楽しい時間はあっという間に過ぎていきま

す。だからこそ、その瞬間を大切に、仲間と笑

い合い、挑戦し、本気で楽しむ。一人ひとりの

想いが重なり、菊華らしい“ワンダーランド”

が広がった、最幸の 2日間となりました。 

 

 

（フィナーレの様子） 

（表彰式の様子） 

やったー！お芋が掘れたよ！ 

「車いすバスケットボール女子」試合観戦 
菊武ビジネス専門学校 では、10月 22日に愛知国際アリーナにてア

ジアパラ競技大会・車いすバスケットボール女子の 5 位・6 位決定戦

（カンボジア対ラオス）を観戦しました。7 月 15 日に日本代表の北田千

尋選手（LINE ヤフー株式会社／Cocktail 所属）から車いすや多様性に

ついてお話を伺ったり、保健体育の授業でアジパラについて事前学習を

行ったりして当日を迎えました。 

選手たちの華麗な車いすさばきや巧みな

パス回し、息をのむ素早いカウンター攻撃

に誰もが引き込まれました。果敢に挑むス

リーポイントシュートの瞬間には、結果を

問わず会場全体から温かい歓声と拍手が響

き渡りました。生のプレーに触れ、スポー

ツの素晴らしさや多様性への理解を深める

貴重な体験となりました。 

 

（笑顔でお芋掘り） 

（試合を観戦する生徒ら） 

1 年生初めての校内模擬挙式 
 名古屋ウェディング＆フラワー・ビューティ学院 では、ブライダルビジネ

ス科ウェディングプランナーコースの 1年生が、入学後はじめて企画から運営、 

演出まで全てをプロデュースする「校内模擬挙式」を行

いました。今年は「和」「韓国風シック」「リゾート」

「ふわふわキュート」という 4 つのテーマで、それぞれ

の要素を組み合わせた洋式スタイルで行いました。模擬

挙式を作り上げるチームとして、他学科の力も借りて、

ブライダルビジネス科のドレス・ヘアメイクコースがド

レスコーディネートと挙式当日の新郎新婦のヘアメイク

を、フラワービジネス科のフラワーウェディングコース

が中心となってブーケ・ブートニア製作を担当しまし

た。企画段階でテーマ決めからイメージを具体的な形に

し、役割決め、会場装飾、演出、進行の全てを自分たち

の力で作り上げていきますが、学生たちは初めてのこと

ばかりで苦戦しながらも、手作りのプログラムを完成さ

せることができました。スタッフ同士の情報共有や、全

員の気持ちが一つになって行動することがどれだけ難し

いかを実感しながらも、練習を重ねて模擬挙式の当日を

迎えました。各チームのこだわりやオリジナリティ溢

れ、想いのこもった素晴らしい挙式になりました。 （「リゾート」新郎新婦） 

学校祭「Spark」 開催 

豊橋宮野ビジネス高等専修学校 では、10月 24日に学校祭を開催

しました。今年のテーマは「Spark」です。参加した人の心に生まれる

“火花”を大切にしたいという思いのもと、生徒たちが中心となって準

備を進めてきました。 

当日は、メインステージではトヨリンピックや KING OF マリオカー

ト、音楽クイズ、謎解きチャレンジ、スペシャル BINGOなどの参加型

企画が行われ、コスプレ大会では生徒や教員が趣向を凝らした衣装で登

場し、会場を大いに盛り上げました。また、展示会場では、Nゲージ展 

示体験や学校生活・修学旅行の映像作品、

粘土ポケモン展示などが来場の注目を集め

ました。模擬店では生徒と教員が協力して

運営を行い、地域連携企画として豊橋名産

のうずらの水煮の販売も実施しました。 

テーマである「Spark」のとおり、一人

ひとりが個性を発揮し、多くの笑顔と感動

が生まれた学校祭となりました。 

 

（学校祭を楽しむ生徒ら） 

 

 

 

 

（「和」集合写真） 

 

 

 

 

 
 

 


